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競技会規則等 

 

日本選手権レース規則 

スピードトライアル競技細則 

ハンディキャップレース実施方法 
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日本選手権レース規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、日本パワーボート協会（以下「協会」という）が、優秀な成績を収め

た者を認定するため、日本選手権レースについて定める。 

 

100 実施クラスの決定 

1 実施クラスの決定は、前年の12月末までに協会で決定する。ただし、全日本選 

手権シリーズ戦で実施されるクラスは除く。 

 

101 開催申請 

1 主催しようとする団体は、レース開催年の2月末までに協会に申請しなければな 

らない。 

2 申請するクラスの登録隻数は、5隻以上でなければならない。 

3 開催の申請が重複した場合は、協会が決定する。 

 

102 承 認 

1 冠付レースと共催する場合は、その内容について協会の承認を得なければならな

い。 

2 主催団体は、参加資格について、協会の承認を得なければならない。 

3 主催団体は、参加選手を制限するレースにおいては、欠場選手の補充方法につい

て協会の承認を得なければならない。 

 

103 主催者義務 

1 主催しようとする団体は、レースの開催実績がなければならない。 

2 主催団体は、日本選手権公認料10,000円を協会に納入しなければならない。 

3 主催団体は、競技会を開催する場合は、主催者賠償責任保険に加入しなければな

らない。 

4 主催団体は、開催1ヶ月前までに各連盟に通知しなければならない。 

 

104 延期・中止 

1 主催団体は、レースを延期または中止した場合、理由書を協会に提出し、出場 
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予定選手に通知しなければならない。正当な理由なくレースを延期または中止し

た場合は、次年度の開催資格を失う。 

 

105 取り消し 

1 競技会終了後、日本選手権レースとしての要件を満たさなかったと判断した場合、

協会は承認を取り消すことができる。 

 

106 認 定 

1 協会は、優勝者に、認定書を授与する。 

2 日本選手権として実施したレースにおいて、エントリー隻数が5隻以上でない場合

は、日本選手権レースとして認定しない。 

 

107 その他 

その他必要事項は、協会で決定する。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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スピードトライアル競技細則 

2008年4月1日制定 

 

000 総 則 

001 競技細則 

1 この競技細則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基

づき、スピードトライアル競技について定める。 

2 この競技細則は、競技規則で定める一般規定を補うものとする。 

3 ジェットスポーツにおいては、日本ジェットスポーツ連盟（以下「JJSF」という）

が定める競技規則に基づくものとする。 

 

100 レコードの種類 

101 ワールドレコードクラス 

1 ワールドレコードとして認定されるものは、次のものとする。 

（1）国際モーターボート連盟（以下「UIM」という）の国際シリーズに該当するモ

ーターボート及びジェットスポーツ 

（2）ＡＰＢＡクラス 

（3）プロトタイプクラス 

 

102 ナショナルレコードクラス 

1 ナショナルレコードとして認定されるものは、次のものとする。 

（1）ワールドレコードとして認定されるクラス 

（2）日本パワーボート協会（以下「協会」という）が競技規則に定める国内シリ

ーズに該当するモーターボート 

（3）JJSFが競技規則に定めるジェットスポーツ 

（4）上記以外で協会が承認したクラス 

 

200 参加の要件 

201 参加資格 

1 選 手 

（1）R／L（スポーツクラスにあってはスポーツライセンス）を受有していること。 

（2）ジェットスポーツにおいては、JJSFが発給するR／Lを受有していること。 
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（3）健康診断を受診していること。 

（4）その他競技規則に定める要件を満たしていること。 

2 競技艇 

（1）競技艇は、計測証明書を受有していること。（スポーツクラスは除く） 

（2）競技規則で定めるモーターボート（パワーボート）総合保険に加入している

こと。 

（3）ジェットスポーツにおいては、JJSFが発給する競技艇登録証を受有している

こと。 

（4）その他競技規則に定める要件を満たしていること。 

 

202 参加の禁止 

1 参加選手は、競技規則305に定める「参加の禁止」に従わなければならない。 

2 トライアル競技会に任命された競技員は、当該競技会にドライバーとして参加す

ることができない。 

 

300 競 技 

301 公認コース 

1 トライアルに使用されるコースは、協会の立会の下で、測量技師の有資格者によ

って次の方法で測定され、UIMに登録された公認コースとする。 

（1）三角測量 

（2）エレクトロニックス距離測定装置（EDM） 

2 トライアルコースの直線距離は、次の通りとする。 

（1）モーターボート 1,000ｍ 

（2）ジェットスポーツ 500ｍ 

 

 

3 コースマークは、計測点に対して直角に置かれ、ドライバーの目安とする。 
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302 競技方法 

1 競技は、競技規則及び競技細則に基づき、公認コース上で実施されなければなら

ない。 

2 1回のトライアルは、定められた時間内の20分間にコースを1隻ずつ走行し、そ 

の速度を競う。ただし、コースを1回以上往復しなければならない。 

3 ドライバーは、定められた時間内においては、ピットに帰投し、修理及び調整を

することができる。 

 

303 レコードの計測方法 

1 コース上の水流方向の変化（満干潮の変化）の前後30分間は、競技を実施しては

ならない。なお、その間の記録はレコードとして認定されない。 

2 計測は、1,000ｍまたは500ｍの両端に計測点を配置し、各計測点には2名以上の 

計測員によって2系統以上の計測機器を使用して行なわなければならない。 

3 計測機器は、次の通りとする。 

（1）測定速度が200km／h以下の場合は、1／10秒まで計測できる計測機器を使用

しなければならない。 

（2）測定速度が200km／hを超える場合は、1／100秒まで計測できる光電子写真、

または同様な計測器を使用することが望ましい。 

4 計測委員は、選手のトライアル開始、終了時間を記録しなければならない。 

5 複数のレコードの平均算出は、小数点第2位までが採用される。 

6 1台の計測機器が故障等の事象により停止した場合は、残り1台の計測機器の記録

を採用することができる。 

7 計測場所は、陸上でなければならない。 

 

400 レコードの記録 

401 記録方法 

1 記録の認定にあたり、協会が指名した競技員が立ち会わなければならない。 

2 往路と復路の最も速いスピードの平均値を記録する。 

3 往路と復路の間隔が20分を超えた場合は、記録として認められない。 

 

500 検 査 

501 出走前検査 

1 競技艇は、出走前検査に合格しなければならない。 
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2 競技艇は、競技規則に定められた各クラスの改造範囲、及び艤装品を装備してい

なければならない。 

3 特別にトライアル競技のみ承認したものについては、実施要領等で定められた特

別規則に従わなければならない。 

4 検査員により、ドライバーの立ち会いの下、エンジンは封印される。 

 

502 出走後検査 

1 トライアル終了直後、新記録等の樹立艇、及び執行委員会の指示があった場合は、

検査を受けなければならない。 

2 封印されたエンジン及び競技艇は、執行委員会の監視の下で48時間以内に2名以上

の検査員によって、検査を受けなければならない。 

3 競技艇は、競技規則832「排気音」に定めるエンジンの排気音のレベルチェックを

しなければならない。 

4 検査を拒否した場合、または検査の結果、違反のあった競技艇は失格となり、 

レコードは無効となる。 

 

600 レコードの申請 

601 申請方法 

1 ワールドレコードとして、UIMに申請する場合は、トライアル終了後4週間以内に

協会を通して申請しなければならない。 

2 申請に必要な書類は、次の通りとする。 

（1）UIM申請書 

（2）当該競技艇の計測証明書の写し 1部 

（3）走行中の競技艇の写真 1枚 

（裏面に競技艇の色、ドライバー名、クラス、樹立したスピードレコードを記入） 

（4）競技員、検査員、救助委員、計時委員等執行委員会の名簿 1部 

（5）潮の変化のある水域で実施した場合は、潮の流れの変化を示した潮汐表 

（6）UIMが規定する公認料（申請者の負担） 

 

700 レコードの樹立 

701 レコードの樹立 

レコードの更新は、現在の記録の1.003倍を乗じた数値以上でなければ、新記録 

として認定されない。 
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702 ワールドレコード 

ワールドレコードは、協会の承認のもと、申請によりUIMの認定をもって樹立さる

ものとする。 

 

703 ナショナルレコード 

ナショナルレコードは、協会の認定をもって樹立されるものとする。 

 

704 レコードの凍結 

1 クラスの性能を制限するために、次により競技規則が変更または制限された場 

合は、変更される前に樹立されたレコードは凍結され､それ以降に樹立された記録

は新しいレコードとして認定される。 

（1）排気容積の変更 

（2）エンジンの改造範囲の制限 

（3）使用燃料の制限 

（4）最低重量の導入 

（5）最低重量の増加 

（6）その他特別な制限 

 

800 レコードの取り消し 

801 レコードの取り消し 

1 申請に対して次に該当した場合は、レコードを取り消される。 

（1）申請内容に偽証があった場合 

（2）申請期日に遅延した場合 

（3）UIMが正式に書面によって発表する前にレコードを他人に公表したり、流布し

た場合 

（4）その他、重大な不正があった場合 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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ハンディ・キャップレースの実施方法 

ハンディ・キャップレースの趣旨 

排気量及び船体の大きさ等の諸条件の異なる競技艇にハンディ・キャップを与 

えることにより、それぞれの艇が公平かつ対等にレース参加できるようにすること

を目的とする。 

 

000 実施方法 

1 この実施方法は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）及 

び競技細則に基づき、実施される耐久レースにおいて採用されるものとする。 

2 この実施方法は、耐久レースにおいて、シリーズ及びクラスを混走して実施した

場合において、実施できるものとする。 

 

100 対象シリーズ 

1 Vシリーズ 

2 オフショアシリーズ 

 

200 対象艇 

1 上記シリーズまたはクラスによる耐久レースの参加艇 

2 対象艇は、次の両条件を満たしたものとする。 

（1）耐久時間経過後、タイムアウト時間内にチェッカーフラッグを受けたもの。 

（2）競技細則による義務周回数を満たしたもの。 

注意：義務周回数を満たしたものであっても、タイムアウト時間内にチェッカーフ

ラッグを受けていないものは、対象外とする。 

 

300 ハンディ・キャップ 

1 各クラスのハンディ・キャップ係数は、過去に実施した当該シリーズ及びクラス

のレースデータを参考に算出するものとする。 

2 ハンディ・キャップ係数は、日本パワーボート協会の承認を得るものとする。 

 

400 順位決定方法 

1 上記条件を満たした艇について次によりハンディ・キャップを与えるものとする。 

2 走行距離（km）とタイムにより、求めた平均速度を算出し、ハンディ・キャップ
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係数を乗じた速度により、順位を付けるものとする。 

3 算出方法（計算式）は次のとおりとする。 

（1）対象艇の平均速度を算出する。 

   
平均速度（km/h）＝

所要時間（h）（スタートからチェッカーまで）

走行距離（km）〔周回数× コースの距離〕

 

 

（2）順位決定速度を算出する。 

   順位決定速度（km/h）＝平均速度（km/h）×ハンディ・キャップ係数 
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登録関係規則 

 

レーシングライセンス発給規則 

公認競技員及び登録検査員登録規則 

計測証明書発給規則 

エキスパート登録規則 
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レーシングライセンス発給規則 

2010年4月1日改正 

2008年4月1日制定 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、レ

ーシングライセンスの発給について定める。 

 

100 レーシングライセンスの種類 

1 レーシングライセンスの種類は、次の通りとする。 

（1）国内レーシングライセンス 

①レーシングクラス 

②スポーツクラス 

（2）国際レーシングライセンス 

 

101 受講資格 

レーシングライセンスの講習を受講できる者は、次の通りとする。 

（1）日本国内に居住する者 

（2）二級（湖川小出力限定を除く）以上の小型船舶操縦資格を有する者。 

（3）競技規則の704－6または7の適用を受けていない者 

（4）競技会参加に支障を生ずる心身の疾病がない者 

 

102 新規講習 

1 講習は、日本パワーボート協会（以下「協会」）、または都府県、地区連盟（以

下「連盟」という）が行う。 

2 講習は、一般常識及びモーターボート競技に関する規則について、レーシングラ

イセンスは2時間以上、スポーツライセンスは１時間以上行う。 

3 講師は、協会が任命し、派遣する。 

4 連盟が新規講習会を開催する場合は、協会へ新規講習会の開催申請を行わなけれ

ばならない 

 

103 修了試験 

1 修了試験を受けようとする者は、新規講習を受講していなければならない。 

2 修了試験は、講習内容について筆記試験を行い、70％以上の成績をもって合格と
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する。 

3 スポーツライセンスについてはこの限りではない。 

 

104 登録申請 

1 登録の申請をする者は、所属連盟を通じて協会に次のものを提出しなければなら

ない。 

（1）レーシングライセンス申請書（第5号様式－1） 1通 

（2）小型船舶操縦免許の写し 1部 

（3）写真（縦3cm×横2.4cm）上半身、脱帽、6ヶ月以内に撮影したもの 1枚 

（4）健康診断書（第3号様式） 1通 

（5）手数料（修了試験料、発給料、教材費、講習料等） 

2 登録の申請は、修了試験の日から、3ヶ月以内に完了しなければ無効となる。 

 

105 登 録 

協会は、登録の申請があった場合は、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

 

106 レーシングライセンスカードの発給 

協会は、登録した場合、当該申請者に所属連盟を通じてレーシングライセンスカ

ードを発給する。 

 

107 有効期間 

1 有効期間は、登録または更新した年の翌年の3月31日までとする。 

2 小型船舶操縦資格が無効となった場合は、その時点で無効となる。 

 

108 更 新 

1 有効期間は、申請により更新することが出来る。ただし、更新講習を必要とする

場合は、その講習を受けなければならない。 

2 協会が認めた者は、更新講習の受講が免除され申請により更新することができる。 

3 登録の更新を受けようとする者は、連盟を通じ、次のものを有効期間が満了する3

ヶ月以内に、協会に提出しなければならない。 

（1）更新申請書（第5号様式－2）   1通 

（2）健康自己申告書（第3号様式―1） 1通 

（3）更新料 
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109 更新講習 

1 講習は、協会又は連盟が行う。 

2 講習は、モーターボート競技に関する規則、安全対策等について行う。 

3 講師は、協会が任命し、派遣する。 

4 やむを得ない理由により、あらかじめ計画された日に講習を受講できなかった者

に対し、特別更新講習を実施することができる。ただし、6月末日までとする。 

 

110 登録の更新 

協会は、更新の申請があった場合、更新登録を行い、申請者に所属連盟を通じて

レーシングライセンスカードを発給する。 

 

111 失効講習 

1 更新を受けなかった場合は、最後の更新から1年以内に限り申請により更新するこ

とができる。また1年以上5年未満の場合、新規講習を受講することにより更新す

ることが出来る。ただし、試験は免除する。それを超えた場合は新規として扱う。 

2 失効講習を受講する場合の提出書類は、新規講習に準ずるものとする。 

 

112 レーシングライセンスカードの再発給及び記載事項変更 

1 レーシングライセンスカードを紛失または棄損、記載事項変更した場合、再発給

の申請をすることができる。 

2 レーシングライセンスの再発給を受けようとする者は、協会に次のものを提出し

なければならない。 

（1）再発給申請書（第5号様式－1） 1通 

（2）再発給料 

3 協会は、申請があったときは、レーシングライセンスカードを再発給する。 

 

113 レーシングライセンスカードの返還 

1 次に該当した場合は、協会にレーシングライセンスカードを返還しなければなら

ない。 

（1）レーシングライセンスカードを使用する必要がなくなったとき。 

（2）申請に対して不正があったとき。 

（3）競技規則の704－6または7の適用を受けたとき。 
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114 手数料 

1 手数料は、別に定める。 

 

附 則 

この規則は、2010年4月1日から施行する。 
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公認競技員及び登録検査員登録規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モータ－ボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、公

認競技員及び登録検査員の登録について定める。 

 

100 受講資格 

1 公認競技員または登録検査員の講習を受講できる者は、次の通りとする。 

（1）日本パワーボート協会（以下「協会」という）または都府県、地区モーター

ボート連盟の長の推薦を有する者。 

（2）競技規則704－6または7の適用を受けていない者。 

 

101 新規講習 

1 講習は、協会が行う。 

2 公認競技員の講習は、モーターボート競技に関する規則等について4時間以上行う。

ただし、レーシングライセンスを受給している者、または登録検査員として登録

されている者は、2時間以上とする。 

3 登録検査員の講習は、モーターボート競技に関する規則、及びモーターボートの

検査に必要な事項等について5時間以上行う。ただし、レーシングライセンスを受

給している者、または公認競技員として登録されている者は3時間以上とする。 

4 講師は、協会が任命し、派遣する。 

5 連盟が新規講習会を開催する場合は、協会へ新規講習会の開催申請を行わなけれ

ばならない 

 

102 修了試験 

1 公認競技員または登録検査員の修了試験を受けようとする者は、新規講習を受講

していなければならない。 

2 修了試験は、講習内容について筆記試験を行い、70％以上の成績をもって合格と

する。 

 

103 登録申請 

1 講習を受講する者は、協会に次のものを提出しなければならない。 
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（1）申請書（第7号様式） 1通 

（2）写真（縦3cm×横2.4cm）上半身、脱帽、6ヶ月以内に撮影したもの 1枚 

（3）登録料 

 

104 登録 

1 協会は、登録の申請があった場合は、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

2 モーターボートスポーツ委員、モーターボートテクニカル委員及び協会が認めた

者は、申請により公認競技員または登録検査員として登録する。 

 

105 登録証の発給 

協会は、登録した場合、当該申請者に公認競技員または登録検査員登録証（以下

「登録証」）を発給する。 

 

106 有効期間 

有効期間は、登録した日から翌年の3月31日までとする。 

 

107 更新 

1 申請により更新することができる。 

2 登録の更新を受けようとする者は、次のものを有効期間が満了する7日前までに協

会に提出しなければならない。 

（1）更新申請書（第7号様式） 1通 

（2）更新料 

 

108 臨時講習 

1 協会は、講習を必要と認めた場合、臨時講習を行う。 

2 講習は、規則の改正、安全対策等について行う。 

3 講師は、協会が任命し、派遣する。 

 

109 登録証の再発給及び記載事項変更 

1 登録証を紛失または棄損し、記載事項変更した場合、再発給の申請をすることが

できる。 

2 登録証の再発給を受けようとする者は、協会に次のものを提出しなければならな

い。 
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（1）再発給申請書（第7号様式） 1通 

（2）再発給料 

3 協会は、申請があったときは、登録証を書き換えて再発給する。 

 

110 登録証の返還 

1 次に該当した場合は、協会に登録証を返還しなければならない。 

（1）有効期間が満了したとき。 

（2）棄損により再発給を受けるとき。 

（3）紛失による再発給を受けた後、紛失した登録証を発見したとき。 

（4）登録証を使用する必要がなくなったとき。 

（5）申請に対し不正があったとき。 

（6）臨時講習を正当な理由なくして受講しなかったとき。 

（7）競技規則の704－6または7の適用を受けたとき。 

（8）公認競技員、登録検査員としてふさわしくない行為をしたと協会が認めたと

き。 

 

111 手数料 

登録料等は、次の通りとする。 

（1）登録料 1,000円 

（2）更新料 １資格につき 1,000円 

（3）再発給料（記載事項変更含む） 500円 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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計測証明書発給規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、計

測証明書の発給について定める。 

 

100 計測証明書の受給者 

1 計測証明書は、日本パワーボート協会（以下「協会」という）の行う登録検査に

合格した競技艇を所有する者に対して発給される。 

2 競技艇は、日本小型船舶検査機構（以下「JCI」という）が区別する次のものとす

る。 

（1）レーシングクラス艇 

小型船舶安全法において一般規定が適用されない競技艇 

（2）プレジャークラス艇 

小型船舶安全法が適用される競技艇 

 

101 登録検査 

1 登録検査は、協会が別に定めるモーターボート登録検査実施要領により登録検査

員が行う。 

2 登録検査の場所は、次の通りとする。 

ただし、予備機関のみの追加登録検査は、次の（1）及び（2）で行う。 

（1）協会本部 

（2）協会の指定する場所 

（3）登録検査を受けようとする者が希望する場所 

3 登録の検査は、登録検査が行われた日から3ヶ月以内に登録申請の手続きをしない

場合は無効とする。 

4 登録検査は、レーシングクラス艇にあっては競技会の30日前までとし、プレジャ

ークラス艇にあっては同15日前までとする。 

 

102 合格証明書の発行 

1 協会は、登録検査に合格したレーシングクラス艇に対して、合格証明書を発行す

る。 
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2 合格証明書の有効期間は3ヶ月とする。 

 

103 登録の申請 

1 登録の申請をする者は、次のものを協会に提出しなければならない。ただし、 

計測証明書の有効期間内に競技会に出場していない競技艇は、再登録できない。 

（1）登録検査申請書   1通 

（2）モーターボート登録検査表（正横からの、サービス判の写真を貼付したもの。 

更新の場合は不要） 1枚 

（3）JCI検査証及び検査手帳の写し（競走用モーターボートはJCI検査後） 

1部 

（4）モーターボート登録検査料（予備機2基を含む） 

（5）検査手数料 

2 登録の申請は、参加する競技会の10日前までとする。 

 

104 登録 

1 協会は、登録の申請があった場合は、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

2 登録の番号は、次の通りとする。 

（1）レーシングクラス艇 RXX001～RXX700 

（2）プレジャークラス艇 PXX701～PXX999 

※XXは登録された西暦年度の下2桁を表示し、それ以降は001、701から順番に割り

当てられる。 

 

105 計測証明書、登録シールの発給 

1 協会は、登録を行った場合、当該申請者に計測証明書及び登録シールを発給する。 

2 登録シールは、次の通りとする。 

（1）レーシングクラス艇 赤色シール 

（2）プレジャークラス艇 青色シール 

 

106 有効期間 

計測証明書及び登録シールの有効期間は、船舶安全法に基づく中間検査または定

期検査（第1回目の定期検査を除く）の年で協会が指定した期日までとする。 

107 更新 

1 申請により更新することができる。 
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2 登録は、有効期間満了後3ヶ月後以内に更新されないときは抹消する。 

 

108 計測証明書、登録シールの再発給 

1 計測証明書または登録シールを、紛失または棄損した場合、再発給の申請をする

ことができる。 

2 紛失の場合は、次のものを協会に提出しなければならない。 

（1）再発給申請書   1通 

（2）再発給料 

3 き損の場合は、次のものを協会に提出しなければならない。 

（1）再発給申請書   1通 

（2）計測証明書または登録シール 

（3）再発給料 

4 協会は、申請があったときは、計測証明書または登録シールを再発給する。 

 

109 計測証明書の記載事項変更 

1 計測証明書の記載事項に変更が生じた場合、すみやかに次のものを協会に提出し、

訂正を受けなければならない。 

（1）変更申請書    1通 

（2）計測証明書 

（3）再発給料 

2 競技艇の所有者が変更した場合、次のものを協会に提出しなければならない。 

（1）所有者変更申請書 1通 

（2）計測証明書 

（3）再発給料 

3 協会は、申請があったときは、計測証明書を書き換えて発給する。 

 

110 計測証明書、登録シールの返還 

次に該当した場合は、協会に計測証明書ﾄ登録シールを返還しなければならない。 

（1）有効期間が満了したとき。 

（2）紛失により再発給を受けた後、紛失した計測証明書、または登録シールを発

見したとき。 

（3）競技艇として使用しなくなったとき。 

（4）申請に対し、不正があったとき 
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111 手数料 

登録検査料等は、次の通りとする。 

（1）登録検査料（予備機2基を含む） 15,000円 

ただし、登録検査員の旅費交通費を含む 

（2）追加予備機関登録検査料 1基につき 2,000円 

（3）検査手数料（旅費交通費は別途請求） 10,000円 

（4）再発給料 計測証明書 1,000円 

登録シール 1,000円 

附 則 

この規則は、2008年4月1日より施行する。 
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エキスパート登録規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、日本パワーボート協会（以下「協会」）が、モーターボート国内競技規

則（以下「競技規則」という）に基づき、エキスパートの登録について定める。 

 

100 エキスパートクラス 

エキスパートクラスとは、Ｆ３０００クラスをいう。 

 

101 出場資格 

エキスパートクラスの競技会に出場する者は、エキスパート登録をしていなけれ

ばならない。 

 

110 新規登録 

 

111 新規登録申請 

登録の申請をできる者は、次の1または2の条件を満たしていなければならない。 

1 条件１  

（1）国内レーシングライセンス（以下「国内R／L」という）を受有し、1年以上を

経過していること。 

（2）申請時に国内R／Lを受有していること。 

（3）登録申請する過去5年間に次のいずれかの条件を満たしていること。 

①F550またはF850クラスで2回以上優勝していること。 

②ハイドロまたはVクラスで10競技会以上出場していること。 

③ハイドロまたはVクラスで5競技会以上とF550またはF850クラスを2競技会で

計7競技会以上出場していること。 

④F550またはF850クラスで5競技会以上出場していること。 

2 条件２ 

（1）国内R／Lを受有し、1年以上を経過していること。 

（2）申請時に国内R／Lを受有していること。 

（3） F550及びF850クラスで3競技会以上（国内外競技会問わず）出場していること。 

（4） F3000クラス競技会で競技委員として2競技会以上の従事した経験を有してい
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ること。ただし2000年4月1日以降の競技会からとする。 

（5）競技規則で定めるダンクテストを受けていること。 

（6）所属するクラブ長の指導の下、十分な航走指導と練習を重ね、クラブ長のリ

ポート（推薦状や経歴など）を提出すること。 

（7）国外の競技会（フォーミュラクラス）に出場した者で次の条件を満たした者。 

ただし、2000年4月1日以降の競技会からとする。 

①競技規則の規定する国際R／Lを受給している者。 

②UIMに加盟している国（連盟）が主催する競技会であること。 

③出場した競技会の主催者からレース成績及びリポート（出場記録）を取得し、

協会へ提出すること。 

3 登録の申請は、本人の申請により行う。 

4 登録の申請をする者は、協会に次のものを提出しなければならない。 

（1）エキスパート申請書 1通 

（2）登録料 5,000円 

（3）所属クラブ長のリポート（111－2による登録申請者） 

（4）国外競技会のレース成績及びリポート（111－2（7）による登録申請者） 

 

112 登 録 

協会は、登録の申請があった場合、登録原簿に必要事項を記入し、登録を行う。 

 

113 登録証の発行 

協会は、登録の申請があった場合、当該申請者に登録証を発行する。 

 

114 有効期間 

有効期間は、登録または更新した翌年の3月31日までとする。 

 

120 更新登録 

 

121 更 新 

有効期間は、申請により更新することができるものとする。ただし、更新講習を

必要とする場合は、その講習を受けなければならない。 

 

122 更新申請 
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1 更新の申請をする者は、次の条件を満たしていなければならない。 

（1）国内R／Lを受有していること。 

（2）継続してエキスパート登録を受ける者。 

2 登録の更新を受けようとする者は、協会に次のものを提出しなければならない。 

（1）エキスパート更新申請書 1通 

（2）更新登録料 2,000円 

 

130 失効再登録 

 

131 失効再登録申請 

1 失効再登録の申請をする者は、次の条件を満たしていなければならない。 

（1）国内R／Lを1ヶ月以上受有していること。 

（2）エキスパート登録後、更新しないために登録が失効している者。 

2 失効再登録を受けようとする者は、協会に次のものを提出しなければならない。 

（1）エキスパート失効再登録申請書 1通 

（2）失効再登録料 5,000円 

 

140 登録証の再発給 

1 登録証を紛失または棄損した場合は再発給を申請できる。 

2 登録証の再発給を受けようとする者は、協会に次を提出しなければならない。 

（1）R／L申請書  1通 

（2）再発給料 2,000円 

 

150 登録証の返還 

次に該当した場合は、協会に登録証を返還しなければならない。 

1 国内R／Lの効力がなくなったとき。 

2 エキスパート登録の必要がなくなったとき。 

3 申請に対して不正があったとき。 

4 競技規則の704－6または704－7の適用を受けたとき。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。
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その他の規則 

 

ホモロゲーション申請規則 

アウトボードクラスの強化コックピット規則 

国内シリーズ及びクラスの申請規則 
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ホモロゲーション申請規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、国際モーターボート連盟（以下「UIM」という）の競技規則に基づき、

UIMの承認を必要とするシリーズ及びクラスの申請をする場合について定める。 

 

100 登 録 

1 UIMの登録を必要とするシリーズ及びクラスは、次の通りとする。（制限クラス） 

（1）スポーツアウトボードシリーズ 

（2）Vシリーズ 

（3）フォーミュラシリーズ 

（4）OSY400クラス 

 

101 申請要件 

1 制限クラスに使用する船外機をUIMに登録するには、次の条件を満たしたもの 

とする。 

（1）推進用に標準生産品（全てのパーツの寸法、重量、材質が同一で互換性を有 

していること。）として製造されていること。 

（2）製造者から宣伝、販売されていること。 

（3）最少生産台数が日本パワーボート協会（以下「協会」という）と製造者により

証明されていること。 

最少生産台数   1,000ccまで         1,000台 

1,000ccを超え 2,000ccまで   500台 

2,000ccを超えるもの      200台 

（4）排気量1,000ccを超える機関のミッドセクション（プラケットを含むドライ

ブシャフトハウジング）とギアケース（アンダーウォーターユニット）の最少

生産台数は25台とする。ただし、これらは販売用に製造されなくても、また一

般用途に使用されなくても良いものとする。 

 

102 登録申請 

1 UIMの承認を受けようとする者は、毎年10月10日までに協会にUIM所定の申請 

書により申請しなければならない。 
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2 申請に必要な費用は、申請者が負担するものとする。 

3 協会は、申請内容がパワーボーティングの利益に反すると判断したときは、そ 

の申請の受付を拒否することができるものとする。 

4 協会は、申請を受理したら、直ちに内容を検討し、UIMに送付するものとする。 

 

103 承 認 

1 UIMに承認された機関には、ホモロゲーションシートが発行される。 

2 UIMに申請して承認された機関は、原則として翌年の1月1日から競技に使用で 

きるものとする。 

 

104 有効期間 

1 ホモロゲーションの有効期間は、10年間とする。 

2 ホモロゲーションの有効期間は、延長することができる。 

（1）期間は1年間または5年間とする。 

 

105 登録料等 

UIMホモロゲーション登録申請に要する費用 

UIM新規登録料 10年間 1,410ユーロ 

UIM登録延長料 5年間 

3年間 

1年間 

705ユーロ 

470ユーロ 

141ユーロ 

仕様変更 10年間 141ユーロ 

国内登録手数料 

（新規登録時） 

（使用変更時） 

（登録延長時） 

1機種に付き 

 

50,000円 

30,000円  送金手数料は 

0円  実費 

ホモロゲーションシート

コピー取得料 
1件に付き 500円 

 

106 その他 

1 協会は、ホモロゲーションシートのコピーを有償で頒布することができるもの 

とする。 

2 UIMに承認された機関がマイナーチェンジにより、出力及びスピードが5%以上 
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アップした場合は、新規に申請するものとする。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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アウトボードクラスの強化コックピット規則 

 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に定めるレ

ーシングアウトボード、スポーツアウトボード、フォーミュラ各シリーズのクラスに

義務付けられた強化コックピットについて定める。 

 

100 材料及び構成 

強化コックピットの材料及び構成はUIMの承認を得たものでなければならない。 

 

101 装備品 

1 強化コックピットには、次のものを装備しなければならない。 

（1）リフト用アイボルトは、内径25mm以上（Uボルトも可）であること。 

（2）シートベルトは、次の通りとする。 

①5～6本で構成されていること。 

②開放装置は、レバーまたはカムロック式のワンタッチ動作でなければならない。 

③強化コックピットに直接固定されていること。 

④固定ボルトには、大きめの座金等を使用し、ボルトが抜けないようになってい

ること。 

（3）ステアリングホイールは、工具を使わずに素早く取り外しができること。 

（4）バックミラーを、左右に取り付けること。 

（5）艇体外部には、電磁ポンプ式の機関はバッテリースイッチを、その他の機関 

はキルスイッチを取り付けること。 

（6）キルスイッチは、強化コックピット内で、かつシートベルト固定時に選手の 

手が届く範囲内に取り付けなければならない。 

（フロートスイッチは、キルスイッチとみなさない。） 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日から施行する。 
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国内シリーズ及びクラスの申請規則 

2008年4月1日制定 

 

この規則は、モーターボート国内競技規則（以下「競技規則」という）に基づき、

新たに国内シリーズ及びクラスを申請する場合について定める。 

 

100 登録申請 

1 シリーズまたはクラスを新たに申請する場合は、仕様書またはそれに準じた書類

を日本パワーボート協会（以下「協会」という）へ提出しなければならない。 

2 登録申請できる者は、次の通りとする。 

（1）協会、連盟及び公認クラブ 

（2）ボートまたはエンジンの製造者 

（3）協会が認めた者 

 

101 審 査 

登録申請されたシリーズまたはクラスは、協会において審査される。 

 

102 承 認 

審査の結果、正当と判断された場合は新シリーズまたはクラスとして承認される。 

 

103 登 録 

1 正式に承認を受けた後、競技規則に基づく計測証明書発給規則により、競技艇登

録をすることができる。 

2 同一規格の艇が6隻あるいは機関が6台を満たすまでは、新シリーズまたはクラス

として競技会を実施することはできない。 

 

104 承認の取り消し 

申請されたものと登録されたものの内容に相違があった場合は、承認を取り消す 

ものとする。 

 

附 則 

この規則は、2008年4月1日より施行する。 
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資 料 

 

UIM 登録コックピットリスト 

UIM 承認エンジンリスト 

スピードトライアル 日本記録表 
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モーターボート競技会 開催申請書 

年  月  日 

 

 日本パワーボート協会  会長  殿 

 

                     主催団体 

                      所在地                   

                      名 称                   

                      代表者                 印 

 

 モーターボート国内競技規則に基づきモーターボート競技会を開催したいので、別添書類を添 

えて申請します。 

記 

競 技 会 名                                      

開 催 期 日       年   月   日から    年   月   日まで   日間 

          荒天の場合（ 中止 ・ 順延 ） 

開 催 場 所                                      

競技の種類          サーキットレース・耐久レース・                         

実施クラス                                       

大会会長名                               

執行委員長名                         

競技役員名           競技委員長               

           審判委員長               

           総務委員長               

当日の連絡先     連絡先名               ＴＥＬ             

 

添 付 書 類           １．大会実施要領（案） 

           ２．安全対策 

           ３．許認可書類 

           ４．誓約書 

           ５．その他 
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誓  約  書 

 

 

日本パワーボート協会 

       会 長  殿 

 

 

モーターボート競技会の開催について 

 

 

 平成  年  月  日下記により実施する競技会において生じた事故については、すべて主

催団体において責任を負うとともに、第三者に損害を与えた場合にも主催団体が責任をもって解

決いたします。 

 

                              年   月   日 

 

 

記 

 

競 技 会 名                                   

 

開 催 期 日       年   月   日 から   月   日まで   日間 

 

開 催 場 所                                   

 

 

             主催団体 所 在 地 

                  名   称 

                  代 表 者                   印 
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競 技 会 実 施 報 告 書 

                                                               

年  月  日 

 承認番号   

日本パワーボート協会 

       会 長  殿 

                           執行委員長 

                                  氏 名                  

                     住 所                  

                                        電 話                  

                                        ＦＡＸ                  

 

               この度実施した競技会に関し、下記のとおり報告します。 

競 技 会 名                                         

開 催 期 日       年   月   日 から   月   日まで  日間 

開 催 場 所                                         

競技の種類   サーキットレース・耐久レース・               

実施クラス                                          

主催団体名                         

執行委員長名                    

競技委員長名                    

審判委員長名                    

参  加  数     隻数      隻   選手      名 

観 客 人 数   約       名（  日間） 

取 材 関 係   新聞 ・ 雑誌 ・ ＴＶ ・ その他 

添 付 書 類  １．公式プログラム    ５．異議申立書コピー 

         ２．実施要領及び細則   ６．掲載紙コピー 

３．成績表        ７．その他 

         ４．事故報告書 

※ この報告書は執行委員長が作成し、連盟を経由して競技会終了後１４日以内 

    に提出すること。 
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事 故 報 告 書 

記載者（救護委員長） 氏 名            印 

競技会名                       

事故発生日時      年  月  日 午前・午後    時  分 

事故発生場所                                                               

１． 事故状況 

下記の状況に該当するものに○印をしてください。 

1)走行中の自艇による負傷       （ ）       事故発生時刻   （  ：   ）      

2)転覆時（後）自艇で負傷又は誤飲   （ ）    救出時刻（水上） （  ：    ）  

3)他艇による追突又は接触       （ ）    救護室到着時間  （  ：    ） 

4)ドライバー落水後の他艇の衝突（接触）（ ）      救急車要請     （  ：   ） 

5)他艇と衝突又は接触         （ ）    救急車到着     （  ：   ） 

6)その他                

(図示)して下さ

い 

             

                

                

                

                

                

                

事故当事者氏名                (年齢   歳) (性 別 男・女 ) 

所属クラブ                    ライセンスNo.           

事故当事者氏名                (年齢   歳) (性 別 男・女 ) 

所属クラブ                    ライセンスNo.           

２）病 院（該当するものに○印） 

 ① 使 用  （救護車で搬送・救急車で搬送）       

② 応急処置のみ 

３）事故発生経過                                     

４）傷 病 の 内 容                                      

５）処 置 経 過                                      

６）現場医師の処置内容                                 
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健康自己申告書 

記入日：平成   年   月   日 

日本パワーボート協会  殿 

 

氏  名            生年月日          年齢    歳 

 

チーム名                 

 

１．昨年度から１年間にかかった病気、ケガについて記入してください 

心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

 喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

そ の 他（ 有、無 ） 病名（                           ） 

 

２．現在治療中の病気、けがについて記入してください 

 心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

 喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

そ の 他（ 有、無 ） 病名（                           ） 

 

  私は、    年度モーターボートレーシングライセンスを更新するにあたり、身体上支障

が無く、また、上記の自己申告に間違いが無く、万全な体調であることを約束いたします 

 

平成   年   月   日 

 

 

申告者署名                  
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メディカルチェックリスト 

主催団体                 殿 

氏  名                  生年月日          年齢    歳 

チーム名           ク ラ ス        身長    cm 体重    kg 

１．問診（選手記入） 

 （１）最近２年間になった病気、ケガについて記入してください 

  心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

  喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

そ の 他（ 有、無 ） 病名（                              ） 

 （２）現在治療中の病気、けがについて記入してください 

  心臓病（ 有、無 ）   高 血 圧（ 有、無 ）  糖 尿 病（ 有、無 ） 

  喘 息（ 有、無 ）   てんかん（ 有、無 ）  頭部外傷（ 有、無 ） 

骨折脱臼（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

靭帯損傷（ 有、無 ）「有」の場合はその部位を記入してください（          ） 

  そ の 他（ 有、無 ） 病名（                       ） 

 （３）今日の体調について記入してください 

  熱っぽい（ 有、無 ）  風邪気味（ 有、無 ）  二日酔い（ 有、無 ） 

  頭  痛（ 有、無 ）  め ま い（ 有、無 ）  耳鳴り （ 有、無 ） 

  胸の痛み（ 有、無 ）  息苦しさ（ 有、無 ）  腹の痛み（ 有、無 ） 

  首の痛み（ 有、無 ）  肩、腕、手、指の痛みやしびれ（ 有、無 ） 

  背、腰の痛み（ 有、無 ） 足の痛み、しびれ（ 有、無 ） 

その他気になる症状に「有」の場合はその症状を記入してください（       ） 

２．診察（医師・執行委員会記入） 

  体  温     脈  拍     血  圧      視  力     聴  力  

  頚椎機能     腰椎機能     関節機能      酒気帯び 

３．総合判定（医師・執行委員会記入）  レース出走（ 適当  ・  不適当 ） 

  不適当理由                       

  医師・執行委員会署名                  

  私は競技会参加にあたり、上記の申告に間違いが無く万全な体調であることを約束します 

平成   年   月   日   参加選手署名                  
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登 録 番 号  

処理番号(協会記入)  

            レーシングライセンス申請書（Ｃ＆Ｏ） 

 

                                                 

  年   月   日 

日本パワーボート協会 殿 

 レーシングライセンスの【 発給（新規・失効）・再発給・変更 】を受けたいので、 

必要書類を添えて申請します。 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ   性 別 配偶者 

申 請 者 名 
 

                   印 
男  女 有  無 

生 年 月 日 西暦     年   月   日 

所 属 ク ラ ブ  

職    業  会社員  自営業  公務員  学生  主婦  その他（    ） 

ボート開始年月    年   月 経験年数  

メールアドレス                 （パソコン・携帯） 

自 

 

 

宅 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ   

住   所 
〒 

 

T E L  携帯電話  

F  A  X  

勤

務

先 

名   称  

T E L  

F A X  

海 技 免 状 
 種 類  級小型船舶操縦士   年   月   日 交付 

 番 号         有効期限    年  月  日 

血  液  型  （Ａ・Ｂ・Ｏ・ＡＢ）型  ＲＨ（ ＋・－ ） 

講     習 ※受 講   年  月  日 講 師 ※       印 

修 了 試 験 ※得 点   点  合  否 担 当 ※       印 

 

 

写真貼付 

 

縦４cm× 

 横３cm 

写真貼付 

縦４cm× 

 横３cm 
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※は講師が記入 
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計測証明書申請書  

 

ク ラ ス   登 録 番 号   

 

日本パワーボート協会 殿 

   年   月   日 

 計測証明書の【 再発給 ・ 変更 】を受けたいので、必要書類を添えて申請します。 

 

              申請者氏名                 印 

フ リ ガ ナ 

 

所有者氏名 

 

                             印 

フ リ ガ ナ 

 

現 住 所 

 

〒 

連 絡 先 

Ｔ  Ｅ  Ｌ 

自  宅         （     ） 

勤務先等         （     ） 

フ リ ガ ナ   

所 属 ク ラ ブ 
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登 録 番 号  

処理番号（協会記入）  

 

公認競技員及び登録検査員申請書  

年   月   日 

 日本パワーボート協会 殿 

 

 【 公認競技員・登録検査員 】の【 登録・更新・再発給】を受けたいので、 

必要書類等を添えて申請します。 

フ リ ガ ナ  性 別 

申 請 者 氏 名                                          印 男 女 

生 年 月 日 西 暦              年       月       日 

所 属 ク ラ ブ ・ 

連 盟 
 

メールアドレス （パソコン・携帯） 

自 
 
 

宅 

フ リ ガ ナ 

 

住 所 

 

〒 

T E L  携帯電話  

F A X  

 

勤
務
先 

名 称  

T E L  

F A X  

現 有 資 格 レーシングライセンス〈  〉･公認競技員〈.     〉･登録検査員〈     〉 

講 習 ※受講   年    月    日 講 師 名 ※         印 

修 了 試 験 ※得点     点    合・否 講 師 名 ※         印 

                    （   ）内の該当するものに○     ※は講師が記入 
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エキスパート申請書  

 

 

日本パワーボート協会  殿 

 

               申請者氏名              印 

 

               Ｒ／Ｌ番号                

                        

エキスパートの新規登録を受けたいので、必要書類を添えて申請します。 

年 月 日 
場 

所 
クラス名 

優勝の有

無 
競 技 会 名 

（例） 

２００6．4．23 鹿島 Ｆ８５０ 優勝 

TOPS2006 第○○回クラブ合

同レース  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

年   月   日  

 

署 名               印 

 

以上、相違ないことを誓約します。 
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エ キ ス パ ー ト 更 新 ・ 失 効 再 登 録 申 請 書  

 

 

 日本パワーボート協会 殿 

 

 

年   

月   日  

               申請者氏名              印 

 

               Ｒ／Ｌ番号                

 

エキスパートクラスの【 更新・失効再登録】を受けたいので申請します。  
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異 議 申 立 書 

 

年  月  日 

 

（競技会名          ）審判長 殿 

 

   所属クラブ               

選手氏名                

 

異議の内容 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

判   定 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

審判長サイン                
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競走用モーターボート航行水域一覧表（36ケ所） 

    平成22年4月1日 現在 

地区 航 行 水 域 名 

北海道 ○ 洞爺湖 

東北 ○ 旧北上川（河口～豊里大橋間） 

○ 猪苗代湖 

○ 北上川（大曲橋～藤橋間） 

○ 小名浜港のうち、第３埠頭西突端より１８０度に引いた線、小名浜港西防波堤 

（第１）、小名浜港西防波堤（第１）灯台と小名浜港東内防波堤灯台を結ぶ線、

小名浜港東内防波堤及び陸岸により囲まれた水域 

○ 三国川ダム（新潟県六日町） 

○ 柏崎湾（鵜川河口西側岸壁防砂提(第２)突端から鵜川河口東側突提(A)突端ま

で引いた線と陸岸により囲まれた水域 

関東 ○ 常陸利根川（霞ヶ浦（西浦）～北利根大橋下流３Ｋｍ間） 

○ 利根川（河口～水郷大橋間）、常陸利根川（ＪＲ鹿島線鉄橋より下流）、鰐川（北

浦（潮来町白浜から鹿島町津賀を結んだ線以南）を含む。） 

○ 利根川（利根大堰～坂東大橋間） 

○ 荒川、中川、江戸川（各河口～ＪＲ武蔵野線鉄橋間） 

○ 新中川（河口～京成青戸鉄橋間） 

○ 多摩川（河口～ガス橋間） 

○ 相模川（河口～東海道新幹線鉄橋間） 

○ 芦ノ湖 

○ 山中湖 

○ 河口湖 

○ 本栖湖 

○ 東京都晴海埠頭と同都豊洲埠頭の各先端を結んだ線、同都晴海運河晴海橋及び

陸岸により囲まれた水域並びに同水域から東京湾へ３００ｍ以内の水域 

○ 神奈川県横須賀市小川町新港東端から猿島北端へ引いた線、同島北端から同県

稲荷島北端まで引いた線、同島北端から同県走水漁港北側防波堤灯台まで引い

た線及び陸岸により囲まれた水域 

○ 千葉県銚子港第２埠頭東側先端から５３度に引いた線、同港東防波堤及び陸岸

により囲まれた水域 



72 

○ 黒部川（黒部大橋から笹川新橋までの水域に限る） 

○ 神奈川県大磯湾防波堤灯台から静岡県初島灯台まで引いた線、同地点から同県

熱海市網代灯台まで引いた線及び陸岸により囲まれた水域 

○ 東京都立お台場海浜公園（第３台場西端から１４３度に引いた線と陸岸により

囲まれた水域） 

中部 ○ 木曽川、長良川（各河口～東海大橋） 

○ 浜名湖 

○ 愛知県野間灯台から３５２度６，０００ｍの地点、同地点から２７０度７００

ｍの地点、同地点から１８０度７，０００ｍの地点及び同地点から６０度 

１，８００ｍの各地点を結んだ範囲内の水域 

○ 諏訪湖 

近畿 ○ 琵琶湖 

○ 浦壁大池（兵庫県三原町） 

中国 ○ 芦田川（河口大橋上流３００ｍと水呑大橋間） 

○ 次のａからｄの各地点（ａ広島県箕沖町防波堤の南端 ｂ同県仙酔島大弥山山

頂から４５度６，７２０ｍの地点 ｃ同山頂から１００度２，３００ｍの地点 

ｄ同島京ケ岬）を結んだ線、広島県仙酔島赤岬から２４０度に引いた線及び陸

岸により囲まれた水域 

四国 ○ 徳島県徳島市津田町物専ふ頭東端から問ノ瀬観測塔灯台まで引いた線、同地点

より同県小松島市和田島町海上自衛隊灯台まで引いた線、同地点より同県徳島

市大原町小神子根井鼻東端まで引いた線及び陸岸により囲まれた水域に限る 

○ 香川県小豆島坂手湾塩谷鼻から東経１３４度１６分５０秒北緯３４度２５分

１２秒に引いた線、同県大角鼻灯台から東経１３４度１８分５０秒北緯３４度

２５分１２秒に引いた線、北緯３４度２５分１２秒の経度線及び同島の陸岸に

より囲まれた水域 

○ 次のａからｃの各地点（ａ香川県丸亀港宝来防波堤灯台 ｂ同灯台から  

３５５度３，０００ｍの地点 ｃ同県沙弥島北端）を順次結んだ線及び 陸岸

により囲まれた水域 

沖縄 ○ 沖縄県那覇市港町埠頭南西端１８０度に引いた線及び陸岸により囲まれた水

域（川を除く） 
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日本パワーボート協会 組織一覧 

名称 〒 所在地 TEL／FAX 

日本パワーボート協会 105-0001 東京都港区虎ノ門1-15-16 

（財）マリンスポーツ財団内 

03-3519-3902 

東京都 

モーターボート連盟 

105-0001 東京都港区虎ノ門1-15-16 

（財）マリンスポーツ財団内 

03-3502-7758 

神奈川県 

モーターボート連盟 

250-0522 神奈川県足柄下郡箱根町元箱根 

110-121 志村モータース内 

0460-83-6751 

静岡県 

モーターボート連盟 

413-0029 静岡県熱海市下多賀562 佐藤様方 0557-68-1170 

愛知県 

マリンスポーツ連盟 

498-0801 三重県桑名郡木曽岬加路戸235-1  

クラスター内 

0567-64-2172 

三重県 

マリンスポーツ連盟 

516-0001 三重県伊勢市大湊町264-39 

マリンサービスタニグチ内 

0596-36-6130 

関西パワーボート連盟 604-8422

  

京都府中京区西の京東月光町11-4 

ＫＥ ＭＡＲＩＮＥ ＣＯ-Ｌｔｄ.内 

075-802-2222 

岡山県 

モーターボート連盟 

711-0922 岡山県倉敷市児島元浜町88‐25 

(社)岡山県ﾓｰﾀｰﾎﾞー ﾄ競走会気付 

0864-73-2121 

西日本パワーボート連盟 720-0073 広島県福山市北吉津町3-3-16 

旭機工株式会社内 

084-921-1550 

084-924-8066 

四国パワーボート連盟 760-0064 高松市朝日新町32-2 

ﾄｰﾀﾙｵﾌｨｽKｶﾝﾊﾟﾆｰ内 

087-823-1501 

所属クラブ一覧 

＜東京都連盟加盟クラブ＞ 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

チーム１ 273-0015 千葉県船橋市日の出1-9-7 渡辺様方 0474-37-5681 

ボースンモーターボート 

レーシングチーム 

336-0034 埼玉県さいたま市南区内谷2-13-12  

橋本様方 

048-838-9922 

スパイラル 

レーシングクラブ 

124-0022 東京都葛飾区奥戸9-1-1 

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾏﾘｰﾝ内小谷野様方 

03-3658-9149 

トーハツモーターボート 

クラブ 

174-0051 東京都板橋区小豆沢3-4-9 

トーハツ(株)内 

03-3966-3111 
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TOKYO KIDSレーシング 132-0024 東京都江戸川区一之江1-5-1 シャトー

一之江-201 矢須様方 

03-3652-7840 

ヤマトモーターボート 

クラブ 

379-2305 群馬県太田市六千石町214  

ヤマト発動機㈱内 

0277-78-6211 

東京パワーボートクラブ 272-0024 千葉県市川市稲荷木3-25-1 

㈱東京パワーボートセンター内 

0473-79-1984 

涸沼レーシングクラブ 311-1121 茨城県水戸市島田町2251 荻沼様方 029-267-3677 

TEAM GOODIES 287-0815 千葉県香取市八筋川2115 関根様方 090-3133-1245 

ﾊﾞｽﾎﾞｰﾄﾚｰｼﾝｸﾞ協会 311-2403 茨城県潮来市釜谷731 潮来マリーナ内 0299-80-2106 

《神奈川県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

芦ノ湖 

レーシングクラブ 

250-0522 神奈川県足柄下郡箱根町元箱根110-121  

志村モータース内 

0460-83-6751 

リキレーシング 259-0201 神奈川県足柄下郡真鶴町真鶴503-1 

高橋様方 

0465-68-0907 

チーム・コルト 239-0824 神奈川県横須賀市西浦賀6-7-1 K.M.E内 0468-43-9738 

マーチレーシングチーム 230-0053 神奈川県横浜市鶴見区大黒町9-1  

大黒ボートヤード内 佐野マリンサービス 

045-503-2022 

グランプリマリーン 

レーシングチーム 

314-0131 茨城県鹿島郡神栖町下幡木604-1  

グランプリマリーン内 

0299-93-2033 

ベルーガ・マリンクラブ 239-0813 神奈川県横須賀市鴨居2-80-13-302 

村上様方 

0468-43-2195 

《静岡県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

浜松パワーボートクラブ 431-0201 静岡県浜松市篠原町21392-4 和田様方 053-448-6720 

熱海ドルフィンクラブ 413-0013 静岡県熱海市銀座町8-18 高橋様方 0557-81-4930 

《愛知県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

名古屋レーシング 490-1431 愛知県海部郡飛島村大字服岡2丁目49  

森田様方 

0567-52-1657 

フェニックスレーシング 

チーム 

497-0032 愛知県海部郡蟹江町今五ノ坪20-5 

山田様方 

0567-95-0071 
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ＴＥＡＭ 誠 498-0062 愛知県海部郡弥富町大谷2-1-1  山崎様方 0567-68-6821 

ＭＰＡ ＲＡＣＩＮＧ 492-0054 愛知県弥富市三稲町稲山390-3 0567-68-1190 

東海マリンクラブ 478-0041 愛知県知多市日長字下田92-5 東海ﾏﾘﾝ内 0569-43-3007 

《三重県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

チーム アルカディア 516-0001 三重県伊勢市大湊町264-39 谷口様方 0596-36-6130 

ﾍﾞﾙﾏﾝｵｰｼｬﾝｸﾗﾌﾞ 519-0414 三重県度会郡玉城町佐田102-3 寺田様方 0596-58-3572 

《関西連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

ＫＥ ＲＡＣＩＮＧ 604-8422 京都府京都市中京区西ノ京東月光町11-4  

ＫＥ ＭＡＲＩＮＥ ＣＯ-Ｌｔｄ.内 

075-802-2222 

パワーボートクラブ兵庫 673-0044 兵庫県明石市藤江字洲崎217日之出工業内 078-928-2444 

淀川ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄｸﾗﾌﾞ 569-1046 高槻市塚原5－6－1 岸田様方 0726-94-6890 

《岡山県連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

カイトジャパン･レーシングクラブ 700-0956 岡山県岡山市当新田157-2 森田様方 086-241-8093 

ブルーマリンクラブ 701-0145 岡山県岡山市今保571 藤原様方 086-241-4440 

瀬戸内ﾊﾟﾜｰﾎﾞｰﾄｸﾗﾌﾞ 710-8052 倉敷市松江3-3-52 広永様方 086-455-1292 

倉敷パワーボート 713-8126 岡山県倉敷市玉島黒崎5138-1 真田様方 086-528-1239 

《西日本連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

アサヒレーシング 723-0051 広島県三原市宮浦5-22-5 0848-85-0388 

ＴＥＡＭ ＧＥＮ 723-0000 広島県三原市本郷町本郷3365-3  

源ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ内                     

0848-85-0385 

《四国連盟加盟クラブ》 

名称 〒 所在地 ＴＥＬ  

チーム・Ｋ 760-0064 香川県高松市朝日新町32-2  

トータルオフィスKカンパニー内   

087-823-1501 

淡路島 

モーターボートレーシング 

656-2222 兵庫県淡路市野田尾551番地  

（有）田尾塗装気付 

0799-64-0795 

 


